
第１回

「ガスとお湯の50年」の
プロジェクト概要と活用法

『ガスとお湯の50年』からガス事業者の今後を考える



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要と活用法

●シリーズ企画

「『ガスとお湯の50年』からガス事業者の今後を考える」

ガス事業は「お湯を提供するビジネス」。
一般財団法人ベターリビング発刊「ガスとお湯の50年 ～時代とともに暮らしを
豊かに～」をテキストに、これからの住いと暮らし、そして地域社会でのお湯の提案
方法について、シリーズで考える。

（１）第1回 2022年10月5日（水）
「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要と活用法
①「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの目的・概要
②「ガス事業者の今後を考える」にあたって「ガスとお湯の50年」活用

（２）第2回 2022年12月7日（水）
（案）ガスとお湯の機器の進化と今後

（３）第3回 2023年２月1日（水）
（案）良好な温熱環境とストック住宅対応
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要と活用法

●テーマ：「ガス事業者の今後を考える」
ーー大きなテーマの検討材料となりたいーー

□第1回のシナリオ

●「ガスとお湯の50年」プロジェクトとは

●「ガスとお湯の50年」 ～時代とともに、暮らしを豊かに～

●「暮らしを変えたガスとお湯の物語」

●「ガスとお湯の50年」から学ぶ 活用法

●まとめ 「エネルギー関連事業者の課題」
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

• 「ガスとお湯の50年」発刊

• 「暮らしを変えたガスとお湯の物語」発刊

• 講演会／実務者セミナー開催

• エンドユーザー向け認知推進

• 関連情報の収集・保管

• アーカイブウェブサイト

歴史を知る・

残す

• シンポジウム開催

• これからを考えるワークショップ

• 関連団体連携 ウェブサイトリンク

これからを

考える
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

１．「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの目的・概要

〇事業主体、事務局：（一財）ベターリビング
〇企画委員会：
委員長 田辺新一 早稲田大学教授

〇編集委員会：
委員長 神﨑茂治 （一社）ベターライフリフォーム協会顧問

〇予算：ベターリビングの自主研究費

〇スケジュール：

・刊行物刊行：令和４年
・シンポジウム：令和４年度中

１．「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの目的・概要

「ガスとお湯の５０年」プロジェクト とは
ガス瞬間湯沸器の誕生、優良住宅部品認定制度の創設からおよそ５０年が経ちましたが、

この間のガス給湯機の発展は目覚ましく、給湯・暖房システム、高効率給湯機エコジョーズ、家

庭用燃料電池エネファーム等が登場し、ガスで沸かしたお湯が住生活を豊かにしてきました。

本プロジェクトは、こうしたガスとお湯の歴史を技術史、住生活史の観点から読み解くとともに、

お湯を使う関連住宅部品の発展についても振り返ることにより、今後のさらなる住生活の充実、

機器開発の将来像を展望するものです。
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「使ってもらう 後輩に継承する、今後を考える」

●「ガスとお湯の50年」 ～時代とともに暮らしを豊かに～」発刊
ガスとお湯の歴史を技術史、住生活史の観点から読み解くとともに、お湯を使う関連住宅
部品の発展についても振り返ります。
紙媒体の発行部数は限られますが、WEBで電子ブックとして自由にご覧いただけるように
提供してまいります。
住宅、ガス、住宅設備に関係される様々な方にお読みいただきご活用いただければ幸いです。

●「暮らしを変えたガスとお湯の物語」発刊
「ガスとお湯の５０年」をもとに、広く一般の方々向けに編集、発行した書籍です。
暮らしの変化やガス機器の進化などについて、マンガやイラストを用いてわかりやすく紹介して
います。

●普及推進
・イベント出展:（例）住生活月間中央イベント「住まいフェスin北海道」

●啓発活動
・講演・研修活動 講師派遣・研修テキスト

●関連知識の蓄積と共有
・ウェブサイト開設
・シンポジウム開催 「（案）ガスとお湯の50年 これから」

第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要
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一般財団法人ベターリビング とは
国民の住生活水準の向上に寄与することを目的として、1973年に当時の建設省
（現国土交通省）より認可を受け、財団法人住宅部品開発センターとして設立さ
れました。
主な業務は優良住宅部品（ＢＬ部品）の認定等事業、住宅をはじめとする建
築物の設計、施工、部品、材料に関する評価、試験、登録等の事業、および調査
研究事業であり、これらを公正、中立な第三者機関として遂行しています。

優良住宅部品認定制度（ＢＬ部品認定制度）

ＢＬ部品は、品質、性能、アフターサービス等に優れた住宅部品です。人々の住生活水準の
向上と消費者の保護を推進することを目的として認定し、その普及を図っています。
認定を受けた住宅部品には、「ＢＬマーク証紙」の貼付等によりＢＬ部品である旨を表示しま
す。このマークが表示された部品には、瑕疵保証と損害賠償の両面からのＢＬ保険がついてい
ます。

第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

6BLマーク証紙の表示例



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

•住宅とくらしの変化

•エネルギーインフラの整備

•ガス機器と関連機器の進化

「ガスとお湯の

50年」

～時代とともに、

暮らしを豊かに～

•ガスとお湯の「現在」「過去」「未来」

• 「未来」はもう始まっている

「暮らしを変えた

ガスとお湯の物語」
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

「ガスとお湯の５０年」
～時代とともに、 暮らしを豊かに～

ガスとお湯の歴史を技術史、住生活史の観
点から読み解くとともに、お湯を使う関連住宅
部品の発展についても振り返ります。今後の
さらなる住生活の充実、機器開発の将来像
を展望する「ガスとお湯の５０年」プロジェクト
の一環として刊行したものです。

紙媒体の発行部数は限られますが、WEBで
電子ブックとして自由にご覧いただけるように
提供してまいります。 住宅、ガス、住宅設備
に関係される様々な方にお読みいただきご活
用いただければ幸いです。

本誌のデジタルブックは
こちらからご覧ください。⇒

① 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの目的・概要
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要
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（ガスとお湯の50年プロジェクト・第２回企画委員会（2020.12.18）、配布資料より抜粋）



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要
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（ガスとお湯の50年プロジェクト・第２回企画委員会（2020.12.18）、配布資料より抜粋）



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要
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（ガスとお湯の50年プロジェクト・第２回企画委員会（2020.12.18）、配布資料より抜粋）



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

•住宅とくらしの変化

•エネルギーインフラの整備

•ガス機器と関連機器の進化

「ガスとお湯の

50年」

～時代とともに、

暮らしを豊かに～

•ガスとお湯の「現在」「過去」「未来」

• 「未来」はもう始まっている

「暮らしを変えた

ガスとお湯の物語」
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

① 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの目的・概要

「暮らしを変えたガスとお湯の物語」

「ガスとお湯の５０年」をもとに、広く一般の
方々向けに編集、発行した書籍です。ガスが
まだ使用されていなかった江戸時代から、ガス
の普及によりお湯が便利に使えるようになった
現在までの暮らしの変化やガス機器の進化な
どについて、マンガやイラストを用いてわかりやす
く紹介しています。
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

• 各種イベント参加

• （住生活月間中央会場パネル出展）

• 講演会／実務者セミナー開催

• 講師派遣

• シンポジウム

• 関連資料の収集・保管 ウェブサイト公開
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要

関連資料の収集・保管（ガスとお湯の文庫、アーカイブ設立）

本誌制作過程で得られた知見をより多くの人に知ってもらい次世代へと受け
継いでいく。先人たちが築いてきた歴史を知る事でより豊かな住文化を育ん
で行くことを目指す。
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの活用法

• 本誌発刊の経緯を知る あとがき
はじめに

• 本誌の主張を確認する

•目次を確認する 関心のある項目

•年代別概要を確認する 「プロローグ」

•本誌構成を知る

•年代別タイトル＆サブタイトル

重点項目

•執筆者を確認する

•図版とクレジット

より理解を

深める
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要と活用法

ガス機器

17
（ガスとお湯の50年プロジェクト・第２回企画委員会（2020.12.18）、配布資料より抜粋）



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの活用法

• 第２回 ガスとお湯の機器の進化と今後

•若手社員向け研修 顧客起点営業

•管理者向け研修 事業企画・事業モ

デルの変革

社内研修

•第3回 良好な温熱環境とストック住宅対応

• これからもガス

• ストック住宅の省エネと良好な温熱

環境の提案

社外向け

情報発信

18



第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの活用法

•まずは、ストック住宅

の省エネ対応

•ガスで沸かしたお湯で

暮らしの提案
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクトの活用法

•VUGA（不透明性

の時代）というが

•経済用語・カタカナ

用語の氾濫
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岡目八目といいますが 外から見た事業戦略

外から見た事業戦略

VUGA（不透明性の時代）というが

●経営環境の認識
・市場の成長性

●社会的課題の認識
・ESG経営 SDGｓ

●経済用語・カタカナ語の認識
・DX経営／両利き経営

●課題解決に対応する人的資源
・外部依存ー内製化体制不足

●経営課題のコンセンサス
・パーパス／SDGｓ宣言

●経営戦略の策定のスピード
・アジャイル経営
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岡目八目といいますが 外から見た事業戦略

「戦略がない？」 不透明な時代の事業再構築

●陥りがちな戦略？

・先行事業者の模倣

・業界ルールに縛られた発想

・社内の先例踏襲

・参入分野から撤退できない

●事業再構築に向けて

・目標の設定

中途半端な事業計画はない 徹底的にやるか？何もしないか？

既存事業はどのくらいシュリンクするか

目標とする事業規模は、【縮小】・【現状維持】・【拡大】

・シナリオの策定

・強化すべきシステムの明確化

・蓄積すべき経営資源の明確化 やめることを決定する
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第1回 「ガスとお湯の50年」のプロジェクト概要と活用法
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